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1 はじめに

1．1 背景

2014年度に設置されたER学科には、２年間の英語

プログラムがある。その目標は次の通りである。

①心理的バリアの軽減：英語への抵抗感や嫌悪感の

緩和と英語学習への再挑戦

②未開発能力の育成：リスニングの基礎力育成とコ

ミュニケーション能力素地の育成

③学習基盤の形成：擬似初心者レベルからの脱出

④自己調整能力の育成：いかなる領域での学習にも

通じる主体的な学習能力の形成

⑤異文化受容力・適応力の育成：異文化間コミュニ

ケーションに必要とされる人間力の形成

⑥言語観の育成：科目としての語学を越え、自己実

現力の一助となる自身の母語や英語を含む外国語

に対して視野を拡大

⑦自律的学習者の育成：授業外、単位取得後におい

て必要な語学力を習得しようとする意欲を育成

従来は①から⑤を１年次の目標とし、⑥⑦を２年次

に加えていた。これまでは足場かけをしながら緩やか

にスタートして徐々に目標を広げていくスタンスであっ

た。しかし、2020年度春学期、新型コロナウイルスに

よる感染症対策のため、このプログラムもオンデマン

ド型遠隔授業で実施することになった際、２年間の目

標を１年目の最初から２年目の終わりまで総合的に貫

いてみることにし、軌道修正を図った。

1．2 ２年間プログラムの目的

ER学科の２年間の英語プログラムでは、従来は前

述の７項目をもとに各年次の達成目標として次のこと

を掲げていた。

■１年次達成目標

ａ．英語学習に対する不安感を低減し、自己肯定感

を得られるようにする。

ｂ．語学学習の意識を暗記から習得へ向けさせ、自

主学習における達成感を実感できるようにする。

ｃ．自分のことについて、英語でコミュニケーショ

ンしようとする姿勢を形成する。

■２年次達成目標

ａ．英語で話す・書くための基礎をさらに強化する。

ｂ．英語で読む・聞く受信力を強化する。
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要 旨

ロボット理工学科（ER学科）１～２年次英語授業では、どのようにすれば週に１回の最小限の授業時間

を学習のきっかけとできるかを探究し、学生の英語習得への意欲を向上させるためのブレンド型教育を実践

してきた。2014年度の設置から2019年度までの間、対面授業とオンライン語学教育環境とをブレンドし、英

語基礎力の定着を目指してきた。しかし2020年度春学期には新型コロナウイルス感染症の蔓延に妨げられ、

急遽、遠隔授業のみで入学したばかりの１年生をいかに主体的な学習軌道に乗せ、英語コミュニケーション

力の育成へと向かわせるかを検討しなければならなくなった。コロナ禍での遠隔授業にどのようにこれまで

の経験を最適化しようとしたかについては、中部大学教育研究20（2020）にて報告した。本稿では、ER学

科２年次の必須英語授業に焦点を当て、2020年度秋学期を経て2021年度春学期にどのように授業改善を試み

たか、３学期目となる2021年度春学期末までに学生の英語習得への意欲関心は変化してきたのかどうかにつ

いて報告する。
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ｃ．実社会のことへ関心を広げ、英語でコミュニケー

ションしようとする姿勢を形成する。

このような目標を達成すべく、本プログラムでは図

１のようなコンセプトで対面授業とオンライン教材を

結び合わせたブレンド型授業を実践してきた。

図１は、インテイク（定着）はインプット→練習→

アウトプットをスパイラル型（循環的）に行うことで

叶うというコンセプトを表すものである。インプット

から定着までの段階は直線的に達成できるものではな

く、インプットしたことは行ったり来たりを何度も繰

り返しながら、ようやく少しずつインテイクされてい

くというコンセプトである。2020年度春学期、遠隔形

式での授業実施となったことは、これまでのブレンド

型授業をいわば逆転させる試みの始まりとなった。最

大の挑戦は、前述の授業目標をいかに遠隔授業形式で

実現するかということであった。

2020年度春学期、一度も対面したことがない１年生

を対象とした授業において、どのような形式が最適で

あるのかは、実施をし始めてみなければ明らかではな

かった。2014年度からの本授業のブレンド型授業の実

践とそこでの問題解決などを基に、そして1990年代後

半から筆者が実践を重ねてきたインターネットを活用

した英語授業の実践や研究を振り返りながら、遠隔授

業での語学教育実践を構想した。１）

2 １年目と２年目の授業実践比較

2．1 授業達成目標とブレンド方法の修正

2020年度春学期の本プログラムでは、図１のスパイ

ラル型ブレンド教育のコンセプトを維持しながら、１

年ずつではなく２年間で達成目標に近づけるような方

法を検討した。

新入生にとっては、体験したことがない形式での授

業受講である。不慣れなパソコン操作、初めて操作す

るアプリケーションであることや自宅のインターネッ

ト環境の違いもある。授業を受講し学習を開始するの

に、このような大小様々な障壁があることや不安、抵

抗感に配慮した上で実践できる授業方法を模索した。

本授業が従来、活用していたICTは次のとおりであ

る。

ａ）CALL教室またはLL教室といった語学専門環

境

ｂ）教材コンテンツ作成とLMSを備えたwebプラッ

トフォーム「Glexa」（チエル/Version2）

ｃ）英語e-Learningシステム「ATRCALLBRIX」

（内田洋行/ATR）

図２は、従来の本授業における対面授業とオンライ

ン指導・学習のブレンド型実践を示している。対面授

業での教師による導入・解説に始まり、対面授業では

90分のほとんどをグループまたはペアワークを通して、

学習ターゲットの習得に結びつくアクティビティを展

開する。対面授業では個別学習の時間がある場合もあ

り、１年次はCALL教室を使用し、Glexaでの学習や

Brixでのトレーニング方法の指導と実習を含めるな

どオンラインでの学習導入教育も行っていた。

2020年度春学期と秋学期は、（ａ）オンデマンド型

資料配信、（ｂ）オンデマンド型個別学習、（ｃ）リア

ルタイム講義・指導を融合させた方法で授業を実践し

た。使用したツールは、従来通りの「Glexa」「Brix」

に加え、ZoomとMyELT（Cengage出版社による

e-learning教材）を用いた。本授業では１年次に３人、

２年次に２人の教師が携わり協同授業を行っているが、

教師間のコミュニケーションや情報共有には、Slack、

中部大学教育研究 No.21（2021）
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図１ スパイラル型ブレンド教育のコンセプト

（Ogurietal.2018）
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図２ 従来の本授業におけるブレンドの循環



Googleドライブ、Dropboxを活用した。

図３は、遠隔授業となった2020年度春学期からの授

業におけるブレンド型教育の循環を示している。講義

資料の提示（導入・解説）に始まり、Zoomで指定グ

ループにレッスンを実施、個別学習やトレーニングへ、

「Glexa」「Brix」のLMSを通じて学習・トレーニン

グ状況を把握しながら、また「Glexa」のチャットルー

ムも用いて、質問対応や個別のサポートを実施、全員

に共有する必要があると判断された個別指導内容は、

次の講義資料へと結びついていくという循環である。

この循環は週一回の授業での大きな流れであるが、場

合によってはこの循環が一回の授業の中で何度も発生

することもある。

2．2 授業構成の比較

図４は、2020年度春学期、秋学期の授業構成を示し

ている。①「ATR CALLBRIX」（Brix）で音声に

重点を置いた基礎・応用力強化を行い、②Glexaに

PronunciationLessons（発音基礎レッスン）を用意

し、③Zoomで個別英語面接を行って英語コミュニケー

ション実践（個人面接）をさせ、④テキスト出版社

（Cengage）作成のオンラインワークブック「MyEL

T」で予復習をさせ、さらに⑤Glexaでテキストの主

要部分の学習を深化させるという構成である。2020年度

は、１年次も２年次の授業と同様に図４のように構成

した。

図５は、2021年度の遠隔授業構成を示している。

2020年度と2021年度の大きな違いは、Zoomでのレッ

スン構成にある。活用したツールは同じであるが、

Zoomで行う指導内容を2020年度の経験を踏まえて、

2021年度には修正をしてみた。

2020年度は、教師も学生も遠隔授業受講が初めてで

あった。入学したばかりの学生は、オンライン教材を

使用した学習も初めてであり、また、各家庭でのネッ

ト環境、特に実家から離れて一人暮らしを始めた学生

の学習環境にも配慮しながらスタートする必要があっ

た。授業の内容について詳しくは後述するが、2021年

度には数名のグループに対するZoomレッスンという

形式に修正し、１年目よりもう少し学習コミュニティ

要素を加えられるよう授業構成を修正した。

図６は、2020年度に構築した遠隔授業の構成を示し

ている。「Glexa」を授業のホームルーム的なWebプ

ラットフォームとし、教材作成から公開、提出までを

LMSで管理する傍ら、「レクチャーノート」と称した

講義資料を公開し、授業内容の解説、手順説明や学習

のヒントを示した。学生は、学習・トレーニングを

「Glexa」と「Brix」で行い、2020年度は学期中２回

（各10分）、指定された日時にZoomでの英語個人面接

を受けた。授業の双方向性を実現するためには、メー

ルのほかGlexaのチャット機能を使って学生とのやり

取りをし、また、学生に学習後に「Self-Reflection

Form」と称された学習のふりかえりをGlexaに記録

させた。「Self-ReflectionForm」は、その日の学習

を次へ活かすための、自立した学習者の育成を目指し

た手立てであるが、教師もこれによりその日の学習が

どのようであったかを把握できるだけでなく、コメン

トも返すことができ、学習を孤独化させない策の１つ

コロナ禍における英語遠隔授業２年目の挑戦
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図３ 遠隔授業におけるブレンドの循環

図４ 2020年度英語遠隔授業構成

図５ 2021年度英語遠隔授業構成



としても役立てた。

春学期、秋学期とも、１年生授業（2020年度春学期

91名）、２年生授業（2020年度春学期81名）の手法を

同じようにした。2021年度春学期も、１・２年生とも

にこの授業構成自体は維持している。

2．3 ２年目の修正点

図７は2020年度に活用した英語面接方法の様子を表

している。2020年度は、春学期・秋学期ともに、学生

一人ずつとの時間共有を主として個人との面接とした。

１コマの授業で８人までを時間指定し、入れ替わりを

含めて学生一人に対して10分ずつの時間割を作成し、

毎授業で英語面接を実施した。

１年次・２年次の両授業は小栗、アレンの二人が担

当をしているが、二人が１クラスずつ分担するのでは

なく、全クラスを二人で協同して指導している。この

方法はこのプログラムの開始時から継続している方法

である。授業での英語面接においては、アレン講師が

面接をし、小栗はカメラをオフにして観察と採点を行っ

た。

図８は、2021年度の英語面接方法の様子を表してい

る。2020年度に個人面接であったものを、2021年度は

グループ型に変更をした。日時を指定されたグループ

は、グループごとにZoomに招かれ、そのうち一人ず

つと教師が英語面接を行う方式にした。この面接方法

では、アレンが面接に徹し、小栗はカメラをオフにし

て観察・評価をしながら、Zoomチャット機能を用い

て、ヒントや学習ポイントを発信し、グループ面接が

学習の場として活性化するようにファシリテートして

いる。

中部大学教育研究 No.21（2021）
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図７ 2020年度の英語面接方法

図８ 2021年度の英語面接方法

図９ 2021年度遠隔授業におけるクラスの全体像

図６ 2020年度からの英語遠隔授業構成



図９は、１コマの授業での２クラスの遠隔授業全体

像を表している。同時開講の２クラスに対して、担当

者２名で２クラスを教える協同授業のイメージである。

指定されたグループ以外は、個別学習をオンデマンド

型で進めていく。時間の都合上１クラスのZoomレッ

スンを設けているので、各クラスは隔週で英語面接あ

りの週、英語面接なしの週を過ごしている。受講は止

むを得ない事情がある場合を除いて、授業時間にする

ように指示している。

3 授業構成の修正の目的と効果

3．1 英語面接方法の修正

2020年度春学期からの遠隔授業における英語面接

では、アレンは面接に集中し、小栗が英語面接の観察

に並行し、面接に指定されていない学生の学習状況を

LMSで確認して学生にフィードバックしたり、メー

ル、チャット対応をしたりした。英語面接では英語評

価、学習成果の確認にとどまらず、遠隔授業の状況や

コロナ禍に対する学生の順応の様子にも気を配り観察

したり、話をしたりできる雰囲気作りにも努めた。学

期中２回、前半と後半に英語面接をすることにより、

英語力や学習力の向上を確認できただけではなく、さ

らにどのような資料を補充したり指導すべきかを明ら

かにしたりすることができた。

１学期間に10分間×２回だけでも英語を一人で話そ

うとする取り組みは、コロナ禍で突然孤独を味わうこ

とにもなった学生たちと教師がつながる貴重な機会で

もあった。ネット環境などの不具合があった場合にも、

１対１であれば他の学生へ影響を及ぼすことなく実施

できたほか、スケジュールを再調整しやすいなどの利

点もあった。

しかしながら、課題となったのは次のような点であっ

た。

①１年生91名そして２年生81名に同じような解説を

繰り返さなくてはならない場面が多く生じた。

②英語個人面接があるグループは緊張し、それ以外

のグループは、やや緊張感にかけてしまう学習の

様子が伺えた。

③次の面接までの期間が長く空くため、短期間の目

標を学生が見失いがちであった。

④英語面接のトピックが同様であることから、順番

が先にくる学生から後の学生にトピックが流布さ

れ、後の学生の方が事前準備を進めやすいという

格差が生じた。

これらを踏まえ、遠隔授業２年目となった2021年度

春学期の遠隔授業では、次のように改善を試みた。

①英語面接を個別ではなくグループに変更した。

②グループ面接とすることで、ピア（クラスメイト）

と教師との対話を聞く姿勢を培えるようにした。

③対話を聞く間に、Zoomチャットで語彙表現ヒン

トや異文化間コミュニケーションの注意点をファ

シリテーターがチャットし聞きながら学べるよう

にした。

④グループ面接のZoomチャットから得られた資料

を、必要に応じてクラス全体の指導へ反映し、生

きた教材・資料を作成した。

グループ面接の方法は、2021年度春学期１年生授業

にも、遠隔授業２年目を迎えた２年生授業にも導入し

た。グループ面接は、１コマの授業に３グループとし

た。

表１は2021年度春学期の人数構成を示している。グ

ループレッスンの構成は、１コマに３グループ構成と

した。１グループ25分ずつとし、グループとグループ

の間に５分間を空けてスケジュールを組んだ。これに

より教師と学生ひとりずつの対話時間は３分程度と短

いが、多くのことを話したりするには抵抗感がまだあ

るため、「話さなければならない」という負担をあま

り感じさせないようにと配慮した。

グループを減らしたほうが、教師の説明が重複し

なくて良いのではないか、ということも検討したが、

そうすれば１グループの時間が長くなる。１グループ

の時間が長くなればなるほど、自分が話した後の「聞

く」時間に集中力を無くしてしまうであろうことは容

易に推測できる。そのため、最低限での個別時間であ

り、最大限のグループ時間とすべきであろうと25分構

成を考えた。

本プログラムではZoomのブレイクアウトルームを

使用していない。その理由としては、次のようなこと

があげられる。

①「教師の目がない」ことにより、英語力によって

はL1（母語）使用がL2（ターゲット言語）の使

用を上回ることが推測される。

②英語力が少し高い学生または話す意欲がある学生

がその場を占領し、他の学生が話す機会がなくな

る可能性がある。

コロナ禍における英語遠隔授業２年目の挑戦
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③英語運用力を確実に測れている段階ではないので

英語力のバランスを考えてグループを毎週構成す

ることは困難である。

④各ブレイクアウトルームを一度に観察することは

できず、各ルームを指導して回ったりする時間が

短くなる可能性がある。

⑤ブレイクアウトルームは録画できず、各学生がど

のようにL2を使おうとしたかが評価しづらい。

クラスやグループの特性、アクティビティ内容によっ

ては、Zoomのブレイクアウトルームの活用は有益だ

と考える。しかし、本プログラムの習得目標やアクティ

ビティ内容では、教師対学生一人の対話をグループで

行なっていく方法が最適であると考えた。

3.2 ２つの面接方法の比較

2020年度の個別面接と、2021年度のグループ面接と

を比較すると、次のような変化があげられる。

ａ．面接時間

①個別面接ではひとり10分、１学期間に２回の実施

となるため対話時間は最大でも20分である。

②グループ面接では、１学期間に５回程度の実施と

なる。対話時間はひとり３－５分程度であるため、

１学期間に15－25分となる。

ｂ．間隔

①個別面接では、１回目と２回目の面接までに７週

間程度のブランクが空く。

②グループ面接では、隔週での実施となる。

ｃ．共有・連帯感

①個別面接では、教師との個別の時間は確保される

が、対話内容を共有したり他者から学んだりする

ことはできない。

②グループ面接は、聞き手としての育成機会ともな

り、時間と対話を共有し、話題によっては教師が

複数の学生の発話内容を結びつけることができ、

学習者コミュニティを形成できる。

ｄ．学習促進

①個別面接では面接官がZoomチャットで学生にヒ

ントを与えたり、未知語のつづりを教えたりして

いた。そのため面接が中断したり、沈黙の時間が

発生したりしていた。

②グループ面接では、面接官は面接に専念すること

ができ、ファシリテーター役の教師が言語面・文

化面のヒントをZoomチャットでグループ全員に

伝えることができる。学生は重要語彙表現をその

場で学んだり、ノートしたり、チャットごとダウ

ンロードして保管することができる。面接官と学

生の間で誤解が生じた時には、チャットでファシ

リテーターがヒントを出し誤解を解消することも

できる。

3．3 英語面接方法に関する学生の反応

2021年度春学期最終週の後、「英語に関する意識調

査」を行なった。回答者は遠隔授業２年目の受講者85

名、調査方法にはGoogleFormを用い、84名が回答

した（回答率99％）。この調査の一部で、Zoomでの

英語面接方法に関する質問をしたところ、次のような

結果が得られた。

図10は「１年次の個人面接よりグループレッスンの

方が、他のメンバーと先生の対話から学ぶことができ

た」と思うかどうかという問いへの回答である。84人

中87％が肯定的に回答した。

図11は、「個人面接より、グループレッスンの方が

英語を話す実践機会が多くて良い」と思ったかどうか

という問いへの回答である。84人中79％が肯定的に回

答した。

図12は、「対話時間は同じだとして、１年次の授業

ではグループレッスン／個人面接のどちらが良いと思

中部大学教育研究 No.21（2021）

―86―

図10「グループレッスンの方が他者から

学べたと感じる」（n＝84）

図11「グループレッスンの方がより対話機会が

多いと感じる」（n＝84）



うか」に対する回答である。筆者は「１年次はまだク

ラスメイトとお知り合っておらず、グループ面接より

個人面接の方が人の目を気にせず遠慮なく対話できる

のではないか」と推測していたが、84人中76％がグルー

プレッスンの方がよいと回答した。

図13は「対話時間は同じだとして、２年次の授業で

はグループレッスン、個人面接のどちらが良いと思う

か」に対する回答である。84人中80％がグループレッ

スンを選択した。

4 意識調査のまとめ

次に、同調査から学生が授業内容をどう捉えたか、

英語力の変化についてどのように感じているか、今後

どうして行きたいかなどに関する問いに対する回答を

報告する。

4．1 英語習得に対する意欲の変化

図14は、本プログラムの英語授業３学期目を終え、

英語学習に対してどのように感じているかの質問に対

する回答を示している。１年次の開始前と現在を比べ

ると、「意欲が増している」「楽しくなっている」とい

う回答は28人（33％）、「嫌ではなくなってきている」

「努力してみようと思うようになっている」という回

答が55人（65％）、であった。「意欲がないまま」であ

ると答えたのは、１人であった。

4．2 英語力の変化

図15、図16は、発音トレーニングに関する問いへの

回答結果である。「変化している」と回答したのは68

人であったのに対し、「変化していない」「分からない」

と回答したのは16人（19％）であった。本プログラム

では２年間にわたって、単語の発音やアクセントのみ

ならず、文のプロソディ（韻律）２） のトレーニングに

も重点を置いている。図16は現在のプロソディ力につ
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図14 英語学習に対する意欲の変化（n＝84）

図15 発音トレーニングによる変化（n＝84）

図16 発音上向上が感じられること（複数回答）

(speed control)

highlighting

pausing

intonation)

thought groups

word groups

図12 １年次授業での英語面接方法（n＝84）

76% 24%1

図13 ２年次授業での英語面接方法（n＝84）

1



いて自信がついてきているものを複数選択してもらっ

た回答である。単語のまとまり（wordgroup）を意

識して「ぶつ切りにしないように読もうとすることが

できる」を選択した学生が最も多く、47回答であった。

続いて多かったのは「意味の単位（thoughtgroup）

を考えて読む」ことで「抑揚」「区切り方」に気をつ

けているという選択肢の順になっている。単語のまと

まりを分断させないことや、意味のまとまりを分断さ

せないことは、比較的習得をしやすいし自覚もしやすい

が、表現力とも言える抑揚や間を空けること（pause）、

重要な部分をハイライトしたり、話す速さをコントロー

ルしたりすることを習得するのには、訓練と時間を要

する。本調査の結果は、その難易度を反映した結果と

なっている。

本プログラムでは発音することや文を読み上げるこ

とに加えて、英語のリスニングトレーニングにも重点

を置いている。図17は３学期間の学習を経て、自分の

リスニング力をどのように感じているかを、５つの選

択肢から選んでもらった回答である。自信が持ててい

るのは26人であるが、「聞いてみよう」とする姿勢に

なっているとの回答は53人であった。「よく内容が分

からない」を選んだのは５人であったが、「全く内容

が分からない」を選んだ学生はいなかった。

英語のリスニング力について、どのような変化を感

じるかを質問したところ、次のような回答があった。

「落ち着いて聞き取れるようになってきた。」

「単語ではなく、文で意味をとらえようという意

識を持つようになった。」

「リスニングは苦手だったが以前より聞きやすく

意味も理解できることが増えた。」

「単語単位で意味を考えるクセがかなり解消され

た。」

「音が繋がると、全く聞きとれなかったが、今で

は分かるようになった。」

「以前は聞いた文を日本語訳していたが、今は少

し英語のままで意味を理解できるようになった。」

「意味が瞬時に分かる時が増えている。」

「以前は早く感じ、聞き取れなかったが、徐々に

聞き取りやすくなってきた。」

「苦手だったディクテーションが前よりもよりで

きるようになった。」

「発音のしかたを学ぶことで聞き取れることが１

年の時より増えてきた。」

「１年生の春学期最初は長い英文だけを聞かされ

ても全くと言って良いほど理解できなかったが、

今は所々どんなテーマの話をしているかがわかる

ようになった。」

「英語を聴く機会が今までより圧倒的に増えたた

め、リスニング力が向上し、１年生の頃より、か

なり良くなっていると思う。」

「英語で動画を見るときに、なんとなくではある

が英語のまま脳に入るようになってきており、英

語の映画や動画を見やすくなってきた。」

「シャドーイングを積み重ねていくことで頭に残

る英語量が増えて、聞こえる英語も増えてきた。」

本プログラムでは、語彙学習だけを際立たせたり、

語彙テストをしたりはほとんどしていない。しかし文

の中での語彙の役割や、品詞の学習、場面に応じた語

彙選択などについての学習はしている。図18は語彙力

の変化に関する質問に対しての回答である。語彙力に

ついて「自信がある」「増している」と感じていると

回答したのは、54人であったのに対して、「増強する

必要がある」と感じているのは17人、「語彙を身につ

ける自信がない」と答えたのは３人であった。
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図18 語彙力の変化（n＝84）

5語彙力に自信を持っているが、さらに増強したい
と思っている

4語彙力は以前より増加しているが、さらに増強し
たいと思っている

3語彙力はわずかずつだが、増えている

2語彙力は弱いが、今より増強する必要があると
感じている

1語彙を覚えるのは苦手で、語彙力を身につけら
れるか全く自信がない

図17 リスニング力に関する意識（n＝84）

5自信がついてきているが、もっと聞こえるようにな
りたいと思っている

4少しは自信が持てるようになってきているが、もっ
と聞こえるようになりたいと思っている

3自信はまだないが、少しなら聞いてみようとする
ようになってきている

2聞いてもまだよく内容がわからず、自信がない

1聞いても全く内容が分からないし、聞こえるよう
になりたいとも思わない

図19 文法応用力の変化（n＝84）

4

19

40

19

25自信を持てるようになっているが、もっと文法力を使
えるものにしたいと思っている

4関心を持てるようになっているが、文法力を使えるも
のにしたいと思っている

3限られた場面だが、文法力を使おうとするようになっ
てきている

2文法ルールを少しなら覚えられるようになってきてい
る

1文法ルールはまだほとんど分からず、文法力がつけ
られるかどうか自信がない



本プログラムでは、文法問題に解答していくことで

はなく、文法ルールを学び、英語を読む・聞く場合に

その文法ルールがどのように適用されているか、英語

を書く・話す場合に文法ルールをどのように使うかと

いうトレーニングに重点を置いている。図19は文法を

使おうとする力に関する質問に対する回答である。

61人が文法を「使おう」とする自信や意欲を示して

おり、19人が「少しなら覚えられるようになってきて

いる」と回答した。文法力の習得についても「自信が

ない」と回答したのは４人であった。

本プログラムでは、英語の文法訳読は行ってはいな

い。１年次はリスニングを最優先して逐語訳をせずに

内容を聞き取る訓練を、２年次にはリーディングの量

を徐々に増していきながら、スキャニング、スキミン

グを含むリーディングストラテジーを身につけ、リー

ディングをとおして、語彙や文法の使われ方、情報提

示のしかたを学ぼうとしている。

図20はリーディング力の変化に関する回答を示して

いる。「英語を読むことに自信がない」または「単語

逐語訳をしてしまう」と回答したのは６人であったの

に対し、「英語を読んでみよう」「もっと上達させたい」

と答えたのは78人であった。

4．3 変化の認識と今後への期待

同調査において、「３学期目の終わりに感じている

ことは何か」に関する質問には、次のような選択肢を

用意した。

ａ）理解できる単語を増やし、使おうとする力

ｂ）辞書を使って語彙を調べる習慣

ｃ）正しくつづれる単語を増やし、使おうとする力

ｄ）読む力と書く力を結びつけようとする力

ｅ）読んで内容・情報を正しく理解しようとする力

ｆ）正しいアクセントをつけて読み上げたり話した

りする力

ｇ）正しい発音で読み上げたり話したりする力

ｈ）適切なプロソディで読み上げたり話したりする

力

ｉ）聞く力と話す力を結びつけようとする力

ｊ）ビデオジャーナル（動画課題）を英語字幕なし

で理解しようとする力

ｋ）聞いて内容・情報を正しく理解しようとする力

ｌ）語順や文法など、英語の基本ルールを使おうと

する力

ｍ）読む・聞く・書く・話すために必要な文法力を

使う力

ｎ）相手に伝わりやすく英語でコミュニケーション

する力をつけようとする力

図21は上記ａ）－ｎ）から選択された回答を分類し

て選択数をまとめたものである。最も選択が多かった

項目は、発音で128回答であった。３学期間の重点的

なトレーニングをとおして、「発音」に関する肯定感

が高まったことを示している。「語彙」「リスニング」

「文法」関連の項目が選択の上位となっていた。「変化

を感じていることは何もない」と回答したのは０人で

あった。

前述のａ）－ｎ）の項目を用いて、「これからさらに

向上させたい力は何か」を質問した。図22は同じく選

択回答数を分類ごとにまとめたものである。「発音」

が116回答、「語彙」98回答、「文法」94回答、「スピー

キング」73回答となっていた。
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図21 ３学期目に感じている変化（複数回答）

図22 これからさらに向上させたいこと（複数選択）

図20 リーディング力の変化（n＝84）

5自信がついてきているが、もっと英語のまま読める
ようになりたいと思っている

4少しは自信が持てるようになってきているが、もっと
早く内容を理解できるようになりたいと思っている

3自信はまだないが、少しなら読んでみようとするよ
うになってきている

2読んでもまだよく内容がわからず、自信がない

1日本語に逐語訳 （単語単語を日本語に置き換える）
をしてしまう



図21が示すように、「変化した」と選択した事柄の

順位は、①発音 ②語彙 ③リスニング ④文法 ⑤リー

ディングの順であった。「これからさらに向上させた

いこと」では、図22が示すように①発音 ②語彙 ③文

法 ④スピーキング ⑤リスニングとなっている。この

結果からは、１年次の１学期目から３学期までの間に、

発音は最も変化を感じているものであるが、さらに向

上をさせたいものであることが分かる。語彙に関して

も増強したいと感じているが、スピーキング力、リス

ニング力を伸ばすためにも今よりも文法力を向上させ

たいと感じていることが分かる。

5 ２－３学期目のふりかえり

5．1 ２学期目から見えた課題

手探りで始まった2020年度春学期の遠隔授業を経て、

2020年度秋学期には、１つの変化が授業に大きく影響

をもたらした。それは、科目によっては対面授業となっ

たことにより、学生がキャンパスで遠隔授業を受ける

ようになったことであった。2020年度春学期には、新

入学した学生との英語面接をZoomでマスクなしです

ることができ、直には会えていなくとも、画面越しに

顔を見ることができていた。しかし、秋学期には1/3

から半分ほどの学生がキャンパスで受講するようになっ

た。これによる影響は、次のようなことであった。

１）単一の流れから、柔軟性を増した構成で各授業

時間をデザインしなくてはならなくなった。特に

学習上効果的な流れで授業メニューを受講できる

学生と、キャンパスでの制約により、メニュー順

などに制限をうけながら受講する学生がおり、そ

の間に習得上の格差が生じないよう授業メニュー

と流れを何通りも考慮しなければならなくなった。

２）１コマ目の授業を受講する学生で、２コマ目の

授業が対面授業の場合など、通学時間の調整の相

談に応じなくてはならなくなった。

３）キャンパスで遠隔授業を受講する学生がZoom

での英語面接をする場合、どこでなら発話ができ

るかを確認しなければならなくなった。

４）感染対策上安全な通学や帰宅時刻に合わせて、

Zoomでの英語面接の順番も、配慮・調整しなけ

ればならなくなった。

５）回線都合やマスク越しの発話は聞きとりやすく

はないため、マスクを着用して面接を受けなけれ

ばならない学生に、教師も適応しなければならな

くなった。

英語面接に限らず、発音に重点をおいた授業を実施

しようとする時、マスクを着用した学生への発音指導

は新たな難題となった。対面授業と遠隔授業の組み合

わせによっては、１コマ目から５コマ目まで身長に合

わない机・椅子に座っていなければならないケースも

あり、身体的に辛いという相談も受けた。１年次木曜

日の授業は５コマ目まであることから、５コマ目の終

了時以降に帰宅ラッシュに巻き込まれることに不安を

感じる学生もいたり、授業のフルメニューを推奨順に

落ち着いて受講したいという相談も受けたりした。そ

のような場合には、授業時間受講ルールをゆるめ、帰

宅をし「遅れて」落ち着いてから遠隔受講するよう促

した。そうした学生の学習終了時まで見守る必要があっ

た場合には、教師側の授業時間の「延長戦」もやむを

えなかった。

「授業はこうあるべき」という既成概念から離れ、

「何ができなくなったか」と嘆きに終わるのではなく、

遠隔授業のメリットに目を向けながら１年目の遠隔授

業構築は終わった。しかし、コロナ禍はまだまだ終わ

りとはならなかった。対面授業ができるかもしれない、

という期待を持って準備をした2021年度の春学期は、

２年目の授業で初めて直に2020年度入学生と会えるこ

とに期待が高まり胸が躍った。

感染予防対策は引き続き必要であったため、本プロ

グラムで講じた策は「ハイブリッドローテーション」

である。対面授業を遠隔から受講するハイフレックス

方式ではない。クラスを半分に分け、対面受講グルー

プはキャンパスで授業を、遠隔受講グループはオンデ

マンドでオンライン学習・トレーニングをし、週ごと

にグループが交代をするスケジュールを立てた。対面

授業で直に会えた安堵と喜びを、教師と学生が共感し

た。

しかしながら、何よりも発音することに重点を置き、

コミュニケーション力の向上を目ざす語学アクティビ

ティを「マスクをして」「人と人との距離を空けて」

「インタラクティブに」行うことは難題で、コロナ禍

以前の授業のようなアクティビティをペアやグループ

で行うことは、感染リスクへの不安と隣り合わせであっ

た。学生にそのようなリスクを負わせてまで、従来よ

りも「静かに」あるいは「黙々と」受講するような対

面授業を挟みこむ価値があるのか疑問でもあった。語

学授業内で感染予防を徹底する方法、そして制約が多

い中であれどのようにすれば英語力を伸ばす授業の実

現につながるのかをあらためて考えさせられた。その

結果、コロナ禍２年目の春学期も、途中から遠隔授業

を実施するに至った。

5．2 ３学期目から見えた課題

「遠隔授業の準備は大変である」というのは、教師

の間で合言葉のようにもなっている。授業準備から授

業終了後の整理まで、例えば通常の対面授業では短時
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間で済む出席管理も、遠隔授業では「見えない」全学

生の受講状況やアクティビティログ３）を確認して出席

確認をする時間が必要になる。教師がそう思い込んで

いる場合もあるが、学生の学習進捗状況も積極的な受

講態度なども、対面授業では一度に見えやすい。それ

に対して遠隔授業では、多様な情報を集めて判断して

みるということにならざるをえない。「授業準備が大

変なのに、力はつかない」ということであれば、その

授業は空振りともいえ、教師にとってもそれは空虚な

ことである。

しかし、教師が最も考えなくてはならないのは、対

面か遠隔かではなく授業そのもののはずである。授業

の内容とそれによる効果に焦点を当てることを忘れて

はならない。例えば本プログラムでは英語を発音する

こと、聞くことに重点を置いてきている。対面授業で

はその場その場で発音をして見せたり、学生の発音を

聞いて指導したりすることができる。音声を止めたり

流したり、再生回数を教師がコントロールしたり、音

声再生の途中で説明を加えたり注意を促したりしなが

ら、どのように聞く力を形成していけるかをリスニン

グ課題をとおして体験させることも、対面授業では行

いやすい。

それが遠隔授業になった時、そのままの方法をオン

ラインに移行すれば良いというものではない。遠隔授

業にオンデマンド受講部分があるのであれば、それは

学生が最も自分のペースでどんどん先へ進んでいける

チャンスだといえる。英語学習が苦手な学生も、他の

学生に気兼ねすることなく、人目を気にしたり、人の

ペースに合わせず学習を進めたりしていくことができ

る。問題は、その学習軌道にどのように乗せ、その後

どのように学習を適切に観察し、タイムリーに助言・

指導できるかという点である。

授業の重点を発音に置いていたとしても、遠隔授業

の場合は、特別に場を設けない限り学生が発音する姿

は見えず声も聞こえない。「こう発音します」と説明

したところで、その練習を再現できるかどうか、その

練習が適切な方向へ向かっているかを確認することが

なければ、発音指導を的確にしているとは言えない。

本プログラムにおいて１年目に英語個別面接、２年目

に英語グループ面接を授業に組み込んだのは、その問

題を解決するためである。

「Glexa」での学習も「Brix」でのトレーニングも

教師はLMSにより学生の学習進捗度を見ることが容

易だ。しかし、授業としては「進んだかどうか」を確

認するだけで良いとは言えない。課題が順調に進行し

ているように数値的には出ている場合でも、それがそ

のまま「英語力が向上している」ということにはなら

ない。学習方法と質が問題だからである。これは対面

授業の中でも表面的に「真面目に受講している」こと

が「英語力が向上している」ことを意味するわけでは

ないのと、実は同じであろう。

遠隔授業のスタート点であるLectureNotesと名付

けた講義資料の配信は、対面授業の冒頭で教師がレク

チャーをするのと同様である。４） LectureNotesは従

来の授業で口頭説明をしてきたことを、学生が一人で

読んでも一層理解できるようにと用意している。対面

授業での口頭説明は一過性になりがちであり、何度も

同じ説明を教師が繰り返さなくてはならない場面もよ

くある。LectureNotesの存在は、今後、対面授業に

なっても何をどの程度資料で説明できるのか、どのよ

うな説明は口頭の方が良いかを考えるきっかけとなっ

た。

遠隔授業をインタラクティブにするための手立てと

しては、英語面接や授業時間内のチャットルーム活用

のほか、Self-ReflectionForm（学習のふりかえり記

録）５） がある。授業を一方向にしない手立ては、対面

授業でも遠隔授業でも、同じように必要なものである

と考えることができる。

英語面接は、個別であれグループであれ、授業メニュー

にあることをどれほど学習し、練習し、定着すること

ができているかを学生も教師も確認できる場である。

グループ面接の場合は、自分が指名されている時間以

外の部分でどのように集中しているか、学んでいるか

も観察することができる。学生の表情や様子から、英

語力以外の部分で抱える問題にも気づくきっかけとな

ることもある。その様子に合わせてSelf-Reflection

Formに目を向けたり、学習進捗状況を確認したりす

ることにもつながっていく。

Zoomなどを利用した英語面接の最大の利点は録画

が容易にでき、文字チャット部分の記録も保存してお

くことができることにある。従来の対面授業では、一

般の教室で授業録画をすることは容易ではなく、教師

の発言も敢えて録画・録音をしない限り一過性のもの

となりがちである。

6 考察と今後の課題

発音のトレーニングがどのようにリスニング力の向

上へ、リスニング力の向上がどのようにリーディング

力の向上に結びついていくか、発音トレーニングとリ

スニング力の向上、文法力・語彙力の強化が、どのよ

うにスピーキングに結びついていくかを、わずか週一

回の授業をきっかけに気づき、体験し、挑んでいける

ような授業は可能であるのか本プログラムでは、その

探究がまだ続いている。

図３を従来の筆者の循環型ブレンド教育の概念に当

てはめてみると、図23のようになる。
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従来の対面授業での概念は、対面授業と自己調整学

習（自主学習）がスパイラルに進行し、それが積み上

がっていく構図であったのに対し（Ogurietal.2018）、

遠隔授業においては、対面授業に置き換わる部分が教

師による手ほどき（T-led:teacher-ledinstruction）

であり、Zoomでの「対面」ライブ型レッスン、

「Glexa」「Brix」での学習・トレーニングが結び合わ

されて、次の学習へと積み上がっていくイメージであ

る。図24のSRLは、自己調整学習（self-regulated

learning）である。図24は学習が直線的に流れていく

のではなく、図23が表すようなスパイラル型にできれ

ば、その学習力は時間を経て増幅し、一層自律した学

習者を形成できるというイメージを表している。

本プログラムでは、図23、図24をイメージしながら

授業を進めてきている。2021年度春学期末の２年目の

プログラム受講者を対象とした意識調査では、遠隔授

業で本プログラムを受講してきた場合でも、教師がこ

れまで重視してきたペアワーク、グループワークと言っ

た動機づけ機会がなくても、英語に対する学生の意欲、

学習姿勢を少し変化させることができるということが

分かった。ペアワーク、グループワークを最大の動機

づけの機会と考えてきた筆者にとっては、この軌道修

正は苦慮の末の諦めだと言える。しかし、「ペアワー

クをさせたい」「グループワークをさせたい」とする

教師の欲よりも、現状では学生たちが必要な力をつけ

ていける方法を優先した。この選択が果たして正しかっ

たのかどうかは、４学期目以降になってみないとわか

らない。これまで教師が「これが絶対に良い」と信じ

てきた授業方法が、その段階でもし「実は成果にはつ

ながっていなかった」と判明すれば、再び授業実践の

ふりかえりを丁寧にし、今後の授業をデザインしなお

していく必要があるだろう。

コロナ禍は、世界規模で教育と授業に関する固定概

念に揺さぶりをかける機会となった。この経験を教師

はこれからどう活かしていけるのだろうか。コロナ禍

における遠隔授業は、「苦手なことにも挑ませ、学び

を続け深めていく」という軌道を教師がどう創ってい

けばよいのかを考え直す機会を与えてくれた。

LL（LanguageLaboratory）からCALL（Computer

AssistedLanguageLearning）を経て、コロナ禍と

なる以前からTELL（TechnologyEnhancedLanguage

Learning）の時代にすでに入っていた。筆者がTELL

の実践を最初に目にしたのは2015年である。６） 技術の

進化はめざましく、ツールやアプリの一般化や無料で

の提供など、教師にも語学学習者にも手が届きやすい

ものとなってきている。しかしその進化は、果たして

教師の授業力の進化、向上につながっているのであろ

うか。

技術が進化し「わざわざ授業に集まらなくても学ぶ

ことができる」あるいは、「授業に集まらない方が学

ぶことができる」のであれば、対面授業のあり方、対

面授業の質の向上を、教師は一層考えていかなくては

ならない。「授業は対面が当たり前」という概念から

少し離れてみると、同じ時間に、同じ空間に集まり学

ぶ意義の見方が変化するのではないだろうか。授業に

おいて①「対面ですべきこと」②「対面でなくてもで
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図24 長期的なスパイラル学習の進行イメージ（Oguri.Allenetal.2018を修正）

図23 本プログラムにおける遠隔授業スパイラル型

学習の進行イメージ
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きること」③「対面でない方がより良いこと」といっ

た３種類のことがあるとすれば、どのような対象者に、

どのような段階で何を対面授業で共にするかを的確に

選択できる眼と心が、これまで以上に教師に求められ

てくるのではないだろうか。

評価という面においても再考すべきことは多い。例

えばアクティブラーニングが着目されるようになって

久しいが、クラスには対面授業で積極性を示すことが

できる学生と、そうではない静かな学生がいる。果た

してどちらの学習が一過性で、どちらの英語力が定着

していくかは、表面化する積極性だけでは測れない。

遠隔授業でこそ開花する学生もいれば、周囲に人がい

てこそエネルギーを増加できる学生もいる。多様化、

多層化する学生に対して、私たち教師が提供する授業

は、果たして多角化できるのであろうか。

コロナ禍であろうとなかろうと、どのような状況に

おいても学習を止めないこと、授業がどのような形態

であろうとも、どこから授業をしていようとも、どこ

で授業を受けさせようとも、何をどう効果的に教える

かを考えるのが教師の役割ではないだろうか。

対面であれ遠隔であれ「これならできるかもしれな

い」「もっと学びたい」「さらに続けたい」という持続

的な動機づけができるような授業を提供し、その意欲

を持続的に支援していくのが教師の役割ではないだろ

うか。Withコロナの時代であれ、Postコロナの時代

であれ、学生と教材が持つ潜在能力を最大限に引き出

し、適切な技術で学びの機会を強化（enhance）し、

「集まる価値がある授業」「次に繋がる授業」をデザイ

ンしていくことが、これまで以上に教師の役割となって

いくのではないだろうか。学びを広げると同時に、教師

力を高めていけるよう、TELLがTELT（Technology

EnhancedLanguageTeaching）となり、雇用形態

や勤務場所を問わず教師同士が連携していきやすい協

働環境づくり、教師同士のシナジーが高まるような同

僚性の向上も今後実現していけるよう願ってやまない。

注

１）2020年度春学期の遠隔授業の取り組み方法の詳細

については、「中部大学教育研究 No.20」を参照さ

れたい。

２）プロソディ（韻律）とは、発音の仕方そのものと

アクセントの置き方を除く、全ての音声的特徴のこ

とである。

３）本プログラムで使用しているWeb学習プラット

フォーム「Glexa」では、授業へのアクセス、課題

の開始・中断・提出、提出物の提出状況など全てを

「マイページ」という機能で教師も学生本人も確認

することができる。

４）LectureNotesについて詳しくは、「中部大学教

育研究 No.20」を参照されたい。

５）Self-ReflectionFormについて詳しくは、「中部

大学教育研究 No.20」を参照されたい。

６）FLEAT（Foreign LanguageEducation ＆

Technology） VI Conference（Harvard, US,

August,2015）において、TELL構想のもと複数の

アイビーリーグ大学間での遠隔協同語学授業の実践

報告がコロンビア大学からあった。
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Abstract

In required English courseoftheDepartmentofRoboticScienceand

Technology（ER）,afocushasbeenputonhowtomakethelimitedoneclass

periodperweekalearningopportunity,andhaveimplementedablended

learning curriculum aimed at improving students'motivation to learn

English.From itsestablishmentin2014untilthe2019academicyear,the

program blendedface-to-faceclasseswithonlinelanguagelearninginorder

toestablishbasicEnglishskills.However,inthespringsemesterofthe2020

academicyear,theprogram hadtosuddenlyshifttodevelopingEnglishskills

throughdistancelearningonlyduetotheCOVID-19pandemic.Thefirst

experience with distance learning during the COVID-19 pandemic was

reported in Chubu University EducationalResearch No.20.Thispaper

focusesonchangesmadefollowingthefallsemesterof2020toimprovethe

distancelearningexperienceinthetwo-yearRoboticsEnglishcurriculum for

thespringsemesterof2021,andhow thesechangesimpactedthestudents'

motivationandinterestinlearningEnglishbythethirdsemester.
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